
(1)

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

﹁
こ
ど
も
・
わ
か
も
の
　
く
に
ペ
デ
ィ

ア
﹂
こ
ん
な
時
は
ど
う
し
よ
う
？
を
助

け
る
マ
ッ
プ
付
き
百
科
事
典
を
発
行
し

ま
し
た
。

国
立
に
は
楽
し
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
楽
し
い
こ
と
を
広
め
る
人
も

た
く
さ
ん
い
る
。
そ
ん
な
人
た
ち
が
公

民
館
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
共
催
の

「
つ
な
が
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」に
参
加

し
て
、く
に
ペ
デ
ィ
ア
は
完
成
し
ま
し
た
。

〈
配
布
場
所
〉
市
役
所
、
公
民
館
、
中

央
図
書
館
、
郷
土
文
化
館
、
北
・
南
市

民
プ
ラ
ザ
、
中
央
児
童
館
、
西
児
童
館
、

矢
川
児
童
館
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
、
福
祉
会
館
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等

学
校　

＊
公
民
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

希
望
の
社
会
を
つ
く
る
知
と
学
び

市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
公
民
館
が
企
画
・
運
営
し
た

一
橋
大
学
長
と
京
都
大
学
総
長
に
よ
る

講
演
と
対
談
の
記
録
を
冊
子
に
ま
と
め

ま
し
た
。

蓼た
で
沼ぬ
ま
学
長
（
一
橋
大
学
）
と
山や
ま
極ぎ
わ
総

長
（
京
都
大
学
）
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
の
ミ
ニ
講
演
。
と
も
に
国
立
市
出
身

で
あ
る
お
二
人
に
よ
る
「
く
に
た
ち
の

ま
ち
の
魅
力
」
に
つ
い
て
の
対
談
、
参

加
し
た
若
者
か
ら
の
質
疑
応
答
ま
で
、

す
べ
て
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
日
本
を

代
表
す
る
国
立
大
学
の
長
を
務
め
る
お

二
人
が
次
世
代
へ
伝
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
は
…
…
。
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

第
₆２
回
く
に
た
ち
市
民
文
化
祭
記
録
集

秋
の
文
化
祭
に
参
加
し
た
団
体
が
、

催
し
の
成
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
文
化
・
芸
術
活
動
を
し
て
い

る
方
々
の
文
化
祭
で
の
写
真
も
多
く
載

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
り
、
文

化
祭
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
日
ご
ろ
の

グ
ル
ー
プ
活
動
の
成
果
を
文
化
祭
で
発

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
文
集

﹃
世
界
の
軋
む
音
を
聞
く
﹄

く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎

年
講
座
終
了
後
に
参
加
者
に
よ
る
手
作

り
の
文
集
を
作
っ
て
い
ま
す
。
共
同
で

読
む
こ
と
で
深
め
ら
れ
た
読
み
や
気
づ

き
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

講
師
の
山
岸
郁
子
さ
ん
に
よ
る
講
義

録「
小
川
洋
子『
博
士
の
愛
し
た
数
式
』

を
読
む
」
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
５
月
１０
日
㈭
か
ら
始
ま
り

ま
す
。詳
し
く
は
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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講　師　紅
こう

野
の

　謙介（日本大学・日本近代文学）

と　き　５月１０日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（５７２）５１４１
＊�この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が読み
を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

井上ひさし「父と暮せば」
〈くにたちブッククラブ 幻影を追う、記憶をたどる〉

（新潮文庫）

新しい発行物のご紹介
昨年度の公民館の取り組みなどをまとめた冊子・リーフレットができました。
お読みになりたい方は、差し上げますので、公民館へお気軽にお問い合わせ
ください（数に限りがあります）。お読みいただき、ぜひ今年度の取り組みにご
参加ください。

　くにたち市民文化祭の実行委員長が決まりました。今年
も展示や発表、一緒に参加できるものなど盛りだくさんで
す。参加団体は現在募集中です。開催時期や会場について
は、公民館にご相談ください。
◆実行委員長
　黒瀬　智子（合同いけばなの会）
◆募集期間
　５月１₈日（金）まで

第₆₃回　くにたち市民文化祭

参加団体募集中！

お話　蓼
たで
沼
ぬま
 宏
こう
一
いち
（一橋大学長・経済学）×山

やま
極
ぎわ
 壽
じゅ
一
いち
（京都大学・人類学）

司会　沢辺満智子（社会学博士（一橋大学出身）、日伊櫻の会運営委員長）

と　き　2017年10月22日（日）午後１時～３時
ところ　くにたち市民芸術小ホール（ホール）

希望の社会をつくる“知”と“学び”
―国立市出身の一橋大学長・京都大学総長から次代へのメッセージ―

「文教都市くにたち」市制施行50周年記念

企画・運営　国立市公民館
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国
立
市
は
一
見
平
坦
な
土
地
で
す
が
、

た
ま
ら
ん
坂
、
谷
保
天
満
宮
、
城
山
、

マ
マ
下
湧
水
等
の
凹
凸
が
所
々
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
何
故
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
坂
道
や
斜
面
は
、
武
蔵
野

地
域
で
通
称
＂
ハ
ケ
＂
と
呼
ば
れ
て
い

る＂
段だ
ん

丘き
ゅ
う

崖が
い

＂
で
、
昔
の
多
摩
川
が
何

万
年
も
前
に
大
地
を
侵
食
し
た
痕
跡
で

す
。
大
岡
昇
平
の
小
説「
武
蔵
野
夫
人
」

の
書
き
出
し
は
、
こ
の
＂
ハ
ケ
＂
の
説

明
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

ハ
ケ
は
数
㎞
～
数
１０
㎞
の
広
域
に
わ
た

る
崖
の
連
な
り
で
あ
る
＂
崖が
い

線せ
ん

＂
の
一

部
分
で
す
。
国
立
市
に
は
北
か
ら
＂
国

分
寺
崖
線
＂（
武
蔵
村
山
市
～
大
田
区

鵜
の
木
）、＂
立
川
崖
線
＂（
青
梅
市
～

世
田
谷
区
喜
多
見
）、＂
青
柳
崖
線
＂（
立

川
市
～
国
立
市
）
の
３
本
の
崖
線
が
あ

り
ま
す
。（
図
１
参
照
）

古
多
摩
川
は
気
象
や
地
殻
に
影
響
さ

れ
て
河
床
の
高
さ
を
下
げ
な
が
ら
流
れ

の
位
置
を
南
側
に
変
え
て
い
っ
た
た
め
、

段
々
と
低
く
な
る
階
段
状
の
崖
線
が
出

来
ま
し
た
。（
図
２
参
照
）
各
崖
線
の

高
低
差
は
数
ｍ
～
１０
数
ｍ
あ
り
、
見
晴

ら
し
が
よ
く
富
士
山
、
丹
沢
、
奥
多
摩

の
山
々
が
見
え
て
景
色
が
良
好
で
す
。

崖
線
面
に
水
を
通
し
や
す
い
層
（
砂
礫

層
）と
飽
和
し
た
不
透
水
層（
上
総
層
）

が
あ
る
と
浸
透
し
た
地
下
水
が
湧
き
出

し
て
水
路
が
で
き
、
下
流
は
河
川
や
用

水
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。
水
路
や
ハ
ケ

の
周
り
は
緑
が
多
く
、
散
歩
す
る
の
に

う
っ
て
つ
け
の
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ケ
は
多
摩
地
方
に
生
活
す
る
人
々

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

ハ
ケ
下
に
湧
水
の
あ
る
所
で
は
、
古

来
（
旧
石
器
時
代
）
よ
り
人
々
が
生
活

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
崖
線
沿

い
に
は
遺
跡
が
多
数
あ
り
、
大
形
石
棒

を
出
土
し
た
＂
緑
川
東
遺
跡
＂
も
崖
線

の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
谷

保
の
甲
州
街
道
沿
い
の
＂
清し
み

水ず
の

立た
て

場ば

＂

で
は
、
湧
水
で
そ
う
め
ん
を
浸
し
て
旅

人
に
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

見
晴
ら
し
が
良
い
崖
線
上
に
は
古
墳

が
随
所
に
あ
り
ま
す
。
高
低
を
利
用
し

て
武
家
の
館
や
神
社
仏
閣
を
建
て
た
所

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
明
治
時
代
以
降
、

国
分
寺
市
や
小
金
井
市
等
で
は
ハ
ケ
上

に
別
荘
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 国立市と周辺地域とハケ 1）  

 

 

  ＊図タイトルの大きさが合わない時は、テキストボックスを縮尺に合わせて貼り付ける 
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図１ 国立市と周辺地域とハケ 1） 
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図 2 国立市地形断面模式図 2）   

図 2 国立市地形断面模式図 2） 

図１　国立市と周辺地域とハケ
〔『ハケ展　くにたちの河岸段丘』くにたち郷土文化館　₂₀₁₂年₁₀月をもとに作成〕

図２　国立市地形断面模式図
〔出典：『くにたち発掘』くにたち郷土文化館　₂₀₁₄年₁₀月〕

崖線を歩く
※国立まなびあるきの会
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学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

崖
線
は
語
ら
ず
と
も
、
河
川
が
大
地

を
削
る
と
い
う
自
然
の
壮
大
な
営
み
、

そ
の
凹
凸
を
利
用
す
る
人
々
の
知
恵
、

そ
れ
ら
の
営
み
が
粛
々
と
続
い
て
い
る

と
い
う
歴
史
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。

国
立
市
公
民
館
で
は
昨
年
・
一
昨
年

に
、
地
域
史
講
座
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
「
く
に
た
ち
の
市
境
を
歩
く
」
で
国

立
市
の
東
西
南
北
の
市
境
を
歩
き
ま
し

た
。
こ
の
内
、
国
分
寺
崖
線
が
市
境
に

な
っ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

国
立
市
の
随
所
に
凹
凸
地
形
が
あ
る
こ

と
を
見
聞
し
ま
し
た
。

今
回
そ
の
発
展
編
と
し
て
、
国
立
市

に
関
連
す
る
３
本
の
崖
線
を
歩
く
地
域

史
講
座
「
く
に
た
ち
の
崖
線
を
歩
く
」

を
開
催
し
ま
す
。

個
々
の
坂
に
対
す
る
認
識
は
、
崖
線

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
線
続
き
に
な
り
、

そ
れ
が
３
本
を
有
す
る
面
に
、
そ
し
て

階
段
状
の
３
次
元
の
立
体
へ
と
広
が
り
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
が
脈
々
と
時
間
的
に
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
４
次
元
の
世
界
に

拡
張
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

の
知
の
級
数
的
広
が
り
は
学
ぶ
こ
と
の

醍
醐
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

普
段
見
慣
れ
た
風
景
も
崖
線
と
い
う

視
線
で
見
る
と
、
ま
た
違
っ
た
見
方
に

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
国
立
市
の
崖
線
を

「
国
立
ま
な
び
あ
る
き
の
会
」
と
一
緒

に
学
ん
で
歩
き

4

4

4

4

4

ま
し
ょ
う
。

※
国
立
ま
な
び
あ
る
き
の
会
は
、

二
〇
一
一
年
の
公
民
館
の
地
域
史
講

座
「
ま
な
び
あ
る
き
」
を
受
講
し
た

人
が
中
心
に
な
っ
て
、
多
摩
地
域
の

魅
力
を
調
べ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

活
動
を
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

国立の
〈地域史講座・フィールドワーク〉

くにたちの崖線を歩く―第１部―
―まちを歩き、地域を知る―

緑化ボランティア募集

公民館の緑化活動に参加しませんか

講　師　芳
は

賀
が

　啓
ひらく

（東京経済大学）

かつての多摩川の流れが遺した「崖の連なり」＝
イコール

「崖線」。
くにたちを形成する三つの崖線付近を歩きながら、歴史や自然
を学ぶ講座がスタートします。今回は、第１部として、座学と
国分寺崖線を２回に分けて歩きます。
第１部の初回は崖線の総論を学びます。第２回は、国立駅か
ら玉川上水方向の崖線付近を、第３回は多摩蘭坂から国分寺駅
への崖線付近を歩きます。
 第１回 　「いまあらためて〈崖線〉を考える」（座学）
と　き　５月２₇日（日）朝１０時～昼１２時
ところ　公民館　３階講座室
　※芳賀　ひらく『江戸の崖　東京の崖』（講談社）を
　　お持ちの方はご持参ください。
 第２・３回 　フィールドワーク
と　き　①６月１０日（日）朝９時～昼１２時ごろ
　　　　②６月２₄日（日）朝９時～昼１２時ごろ
　※少雨決行。ただし荒天の際は中止。
集合・解散　①国立駅北口集合
� 　　　けやき台団地解散予定
� 　　②国立駅南口集合（バスで大学寮前に移動）
� 　　　国分寺駅解散予定
持ち物等　歩きやすい服装、飲み物、筆記用具
※�多少の高低差のあるコースを歩きますので、ご留意ください。
定　員　１５名（原則３回続けて参加できる方、申込先着順）
申込先　５月８日（火）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１
協　力　国立まなびあるきの会

ボランティアの方々のご協力により、公民館の緑化活動
に取り組んでいます。活動にご興味のある方、協力してい
ただける方は公民館までご連絡ください。

活動内容：�植木の剪定、グリーンカーテンの設置、草花の
栽培・手入れ、敷地内の除草など

活動頻度：�月２回程度（水曜日１回、土曜日１回）

東児童公園【国分寺崖線】

富士見台第三団地【立川崖線】

おんだし【青柳崖線】

スナップエンドウ

ノースポール
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監督・原作・脚本　フランソワ・トリュフォー
撮影　アンリ・ドカエ　音楽　ジャン・コンスタンタン
出演　�ジャン・ピエール・レオ、クレール・モーリエ、ア

ルベール・レミ、ジャンヌ・モローほか

仏ヌーベル・ヴァーグを代表する監督の一人であるフラ
ンソワ・トリュフォーの長編第一作。不登校・家出・盗み
を繰り返し、少年院に送られてしまう１２歳のアントワーヌ
少年（自身の少年時代がモデルだという）の、多感で繊細
ゆえに周囲と馴染めない孤独な心を瑞々しい演出で捉えた
名作。トリュフォーはこのデビュー作でいきなりカンヌ映
画祭監督賞を受賞、一躍その名を世界に知らしめた。

と　き　５月２₇日（日）昼２時～（開場１時）
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）
＊�ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

部屋いっぱいの風船で遊びましょう。前半は親子で風船
を使った運動遊びを行い、後半はたくさんの風船の中で自
由に遊びます。身近な素材である風船でいろいろな遊びを
してみましょう！

講　師　山田　修平
　　　　（ＮＰＯ法人東京学芸大こども未来研究所）

と　き　５月２０日（日）朝１０時～昼１２時
ところ　公民館　地下ホール
持ち物　ハンドタオル、飲み物、動きやすい服装
対　象　子ども（２歳以上～小学生）と保護者
定　員　２０組（申込先着順）
申込先　５月８日（火）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

＊�この講座は、さまざまな遊びをとおして子どもとふれあ
い、他の親子や異年齢の子どもたちとの交流をとおし
て、大人として、保護者としてすべきことは何かを感じ
取り、考えていく機会となるよう実施しています。

お　話　徳山　喜雄（ジャーナリスト、立正大学）

客観的事実よりも感情に強く訴えるほうが、世論形成に
影響する「ポスト真実」の時代。新聞は部数の落ち込みが
激しいだけでなく、政権に近い新聞とそうでない新聞との
間に深い亀裂が走り、それを政権が利用するといった事態
も生まれている。新聞ははたして「終わった」メディアな
のか……。長年培われた構造上の問題から生まれる新聞報
道の作為、不作為の嘘を検証し、より有効に情報を得るた
めのアドバイスを伺いたいと思います。

〈徳山さんの本〉
表題作（平凡社）の他、『安倍官邸と新聞―「二極化す
る報道」の危機』、『「朝日新聞」問題』（集英社）ほか多
数。

と　き　５月１₉日（土）昼３時～５時�
ところ　公民館　講座室　　定員　３５名（当日先着順）
＊申し込みは不要です。ご自由においでください。

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

〈C
シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX　公民館映画会〉

〈図書室のつどい〉

～「ポスト真実」時代のメディア・リテラシー～

『大人は判ってくれない』

新聞の嘘を見抜く

LES�QUATRE�CENTS�COUPS
フランス　1959年　白黒　99分　※16ミリ版

〈事業の趣旨〉この事業は、社会体育事業として市民の
健康づくり、コミュニティづくりの一環として事業を実施
しています。＜今年度の事業実施について＞年４回の事業
開催を予定しており、開催案内は公民館だよりでお知らせ
します。第１回目は下記の通り開催します。

日　時　５月２₉日（火）〈雨天中止〉
集　合　国立駅北口　朝９時
実施方面　国分寺方面（距離：約１２キロ　高低差なし）
対　象　市内在住、在勤者
� ※行程はウォーキング初心者向けです。
チラシ　�５月１４日（月）から市役所３階生涯学習課、市民

総合体育館、公民館、北・南市民プラザで配布し
ます。

申し込み�方法　チラシの内容（日程、コース、申込方法等）
を確認のうえ、５月１５日（火）から２４日（木）の
期間に下記までお申し込みください。

申込・問合先　教育委員会　生涯学習課
� 　　　社会体育担当☎（５７６）２１０７（直通）

社会体育事業
「街を・山を歩く」について

「街を・山を歩く」第１回

  

 親子で遊ぼう・考えよう

部屋いっぱいの風船で遊ぼう！
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３
月
２７
日
㈫
第
１７
回
定
例
会
を
開
催
。

委
員
１４
名
、
館
長
、
職
員
２
名
出
席
。

傍
聴
者
２
名
。

公
民
館
人
事
に
つ
い
て

館
長
人
事
は
異
動
な
し
と
の
報
告
。

職
員
１
名
文
部
科
学
省
へ
の
派
遣
、
１

名
退
職
と
の
報
告
。

前
回
議
事
録
確
認

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

２
月
号
の
「
映
像
で
見
る
１
９
６
４

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
夜
」
は
タ
イ

ム
リ
ー
で
今
で
も
通
じ
る
課
題
が
描
か

れ
興
味
深
い
映
画
と
好
評
。
３
月
号
掲

載
の
ふ
り
か
え
る
会
の
報
告
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
証
が
大
切
。
今
後
に
つ

な
げ
、
ま
た
そ
の
成
果
も
「
公
民
館
だ

よ
り
」
に
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
。

〇
社
会
教
育
委
員
の
会

東
京
都
市
町
村
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会
の
研
修
会
に
向
け
て
話
し
合
い
。

〇
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

第
５４
回
都
公
連
研
究
大
会
に
お
い
て
、

ふ
り
か
え
る
会
が
意
欲
的
な
取
り
組
み

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

協
議
事
項

ふ
り
か
え
る
会
を
今
後
ど
の
よ
う
に

生
か
し
つ
な
げ
て
い
く
か
を
議
論
し
、

ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
最
重
要
で
あ
る
。

傍
聴
者
の
発
言
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
あ
う
。
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

検
討
。

そ
の
他

文
部
科
学
省
組
織
再
編
に
つ
い
て
の

意
見
書
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
の
動
向

を
み
て
出
す
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

次
回
定
例
会
は
４
月
１０
日
㈫
夜
７
時

１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。（
高
木
）

４
月
１０
日
㈫
第
１８
回
定
例
会
を
開
催
。

委
員
１４
名
、
館
長
、
職
員
１
名
出
席
。

傍
聴
者
６
名
。

前
回
議
事
録
確
認

報
告
事
項

○
公
民
館
人
事
異
動

異
動
は
あ
っ
た
が
、
人
数
は
変
化
な

し
。
公
運
審
担
当
職
員
も
異
動
あ
り
。

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

７００
号
記
念
特
集
号
に
向
け
、
若
い
世

代
が
「
公
民
館
だ
よ
り
」
を
ど
う
読
ん

で
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
紙
面
だ
と

親
し
み
や
す
い
の
か
な
ど
座
談
会
を
３

月
に
実
施
し
た
。
出
さ
れ
た
意
見
を
参

考
に
今
後
の
方
向
性
も
記
載
し
た
い
。

〇
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

第
５４
回
都
公
連
研
究
大
会
の
報
告
に

つ
い
て
、
狛
江
市
が
ま
と
め
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

協
議
事
項

○
傍
聴
者
の
発
言
に
つ
い
て

第
１６
回
定
例
会
（
２
月
）
の
傍
聴
者

発
言
に
つ
い
て
、
会
議
録
へ
の
記
載
と

今
後
の
傍
聴
者
発
言
の
扱
い
を
議
論
。

次
回
、
第
１６
回
の
会
議
録
を
確
認
し
な

が
ら
、
再
議
論
す
る
。

○
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

１０
月
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
を
も

と
に
、
進
め
方
を
議
論
。
今
期
の
成
果

と
し
て
、
１
月
に
実
施
し
た
「
市
民
と

職
員
で
『
学
び
』
を
ふ
り
か
え
る
会
」

に
つ
い
て
ふ
り
か
え
り
、
議
論
を
重
ね

た
上
で
、
１０
月
ま
で
に
報
告
を
ま
と
め

る
。
ま
た
、「
３１
期
の
ま
と
め
」
に
つ

い
て
も
、
夏
ご
ろ
よ
り
準
備
を
は
じ
め

る
な
ど
、
作
成
の
日
程
に
つ
い
て
議
論
。

次
回
定
例
会
は
５
月
８
日
㈫
夜
７
時

１５
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。（
鴇
田
）

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

■公民館費の当初予算内訳� 単位：千円

科目 ２９年度予算 ３０年度予算 比較増減
公民館総務費 ８７，９００ ８９，４９２ １，５９２
人件費 ６２，６５１ ６３，１０９ ４５８
維持管理費 ２５，２４９ ２６，３８３ １，１３４
公民館事業費 ３０，２４７ ３２，２０１ １，９５４
主催事業費 １７，４３８ １７，７４８ ３１０
広報費 ６，７２２ ６，８４９ １２７
図書室費 ３，４３８ ３，４１１ －２７
若者支援費 ２，６４９ ４，１９３ １，５４４
計 １１８，１４７ １２１，６９３ ３，５４６

初夏の花々が咲き始めてきました。蝶もたくさん飛んで
います。この時期に、くにたちではどんな蝶を見ることが
できるでしょうか。蝶の特徴や生態を知ることで、野外観
察がもっと楽しくなるかもしれません。
３０年以上も蝶を追いかけている佐伯さんをお招きし、前

半は城山周辺で蝶を探しながら観察会、後半は郷土文化館
で、日本各地のめずらしい蝶を撮影した写真を見ながら、
観察の仕方や蝶に関する数多くのお話を伺います。

講　師　佐伯　元行（国立あおいとり保育園　園長）

と　き　６月１０日（日）朝９時半～昼１２時半頃
場　所　城山周辺（観察会）と郷土文化館（座学）
� ※雨天の場合は座学のみとなります。
集合・解散　郷土文化館前
持ち物　帽子、タオル、飲み物、虫よけ、筆記用具
定　員　１５名（申込先着順）
申込先　５月１１日（金）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

公民館予算は、１億２，１６９万３千円で内訳は表のとおり
です。前年度と比較して３５４万６千円の増額となりまし
た。主な理由は、公民館外壁補修改修工事実施設計委託及
び学習支援の生徒数増に伴う謝礼の増加です。
■一般会計予算
　３１４億７，６８９万５千円（前年度比２４億４，６８９万５千円増）
■教育費総額
　２８億４，５５９万３千円（前年度比４億８，１６８万３千円増）
■公民館費
　１億２，１６９万３千円（前年度比３５４万６千円増）

講　師　水島　英己（東京純心女子学園講師、詩人）

井原西鶴の「日本永代蔵」、最晩年の「世間胸算用」、遺
作の「西鶴置土産」に収められた代表的作品に共通する、
人間と経済・欲望の関係を考えます。鋭くとらえられた
三百三十年前の元禄期「浮世」の実相は現代社会の諸問題
を予見し、笑っているようです。西鶴の批評精神を、原文
を通して読みとっていきます。

〈使用するテキスト〉
お持ちのものをご用意ください。新規にご購入の場合
は、『新版　日本永代蔵』（堀切実　訳注・角川ソフィア文
庫）をご用意ください。

と　き　５月２５日、６月８日、２２日、７月６日、２０日
� （全５回）いずれも金曜日、昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室　　定員　２５名（申込先着順）
申込先　５月１０日（木）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

公
民
館
３０
年
度
予
算
に
つ
い
て

 

〈自然講座〉〈古典への招待〉

くにたちの蝶を探してみよう ！井原西鶴を読む
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「
一
美
会
」
会
員
募
集

健
康
な
か
ら
だ
で
毎
日
を
楽
し
く
過

ご
す
為
に
私
達
と
一
緒
に
、
よ
さ
こ
い

を
踊
り
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
の
方
に
も
親
切
丁
寧
に
指
導

い
た
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
曜
、
木
曜
、
土
曜

場
所　

公
民
館
他

連
絡
先　

石
川
（
５７４
）
５
８
５
９

ラ
ビ
ッ
ツ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

緑
の
樹
々
に
囲
ま
れ
た
コ
ー
ト
で
テ

ニ
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
主
に
基
礎

的
な
練
習
と
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
シ
ェ
イ

プ
＋
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。
テ
ニ
ス
が
好
き
な
女
性
限
定
。

日
時　

毎
週
月
曜
日
朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

谷
保
コ
ー
ト

連
絡
先　

手
塚
０９０
（
３４３２
）
８
４
６
４

サ
ッ
カ
ー
し
よ
う
‼
メ
ン
バ
ー
募
集

４フ
ォ
ー

×
８エ

イ
ト

キ
ッ
カ
ー
ズ
は
国
立
四
小
の

子
供
達
を
中
心
に
毎
週
水
曜
と
月
一
回

土
曜
の
放
課
後
楽
し
く
練
習
。
無
料
体

験
随
時
受
付
！
男
女
問
わ
ず
運
動
好
き

な
子
大
歓
迎
！
お
気
軽
に
ご
連
絡
を
。

日
時　

毎
週
水
曜
日
昼
３
時
半
～
５
時

場
所　

第
四
小
学
校　

校
庭

連
絡
先　

谷
口
（
５７４
）
１
２
９
９

江
戸
庶
民
の
暮
ら
し
を
知
る
会

江
戸
時
代
の
人
は
何
を
食
べ
て
い
た

の
？
仕
事
や
住
居
は
？
結
婚
は
？
江
戸

の
人
達
の
暮
ら
し
を
面
白
お
か
し
く
知

ろ
う
！
講
師
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
お
馴

染
み
、
作
家
の
稲
田
和
浩
氏
。

日
時　
５
月
１９
日
㈯
夜
７
時
半
～

場
所　

公
民
館　

３
階
講
座
室

連
絡
先　

藤
田
０９０
（
９２０７
）
４
０
５
４

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

今
年
で
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
の
発

表
会
は
２０
回
目
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
皆
様
の
応
援
の
賜
物
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
前
回
同
様
皆
様
の
ご
来

場
を
心
ま
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
５
月
２０
日
㈰
朝
１０
時
半
～

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル

連
絡
先　

髙
橋
（
５７２
）
０
８
０
６

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
鹿
鳴
館
へ
お
誘
い

本
会
は
社
交
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
健
康

寿
命
の
増
進
と
親
睦
、
元
気
に
楽
し
く

を
モ
ッ
ト
ウ
に
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

遊
び
に
来
て
下
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同

待
っ
て
ま
ー
す
。

日
時　
５
月
２０
日
㈰
昼
１
時
１５
分
～

場
所　

福
祉
会
館　

４
階
大
ホ
ー
ル

連
絡
先　

細
田
（
５７６
）
１
３
６
７

国
立
絵
画
グ
ル
ー
プ
展

春
の
絵
画
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

絵
の
好
き
な
方
、
会
場
へ
お
越
し
下
さ

い
。
楽
し
い
絵
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

日�

時　
５
月
２２
日
㈫
昼
１
時
～
２７
日
㈰

ま
で
。
２３
日
㈬
以
降
は
朝
１０
時
～
夕

５
時
。

場
所　

公
民
館　

市
民
交
流
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

中
村
（
５７６
）
２
９
１
８

あ
な
た
の
お
話
し
聴
き
ま
す
‼

心
配
ご
と
、
思
い
出
話
し
、
グ
チ
な

ど
何
で
も
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
一
対

一
で
お
聴
き
し
ま
す
。
心
が
ス
ッ
キ
リ

し
ま
す
。予
約
可
。当
日
受
付
昼
３
時
ま

で
。無
料
。（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

日
時　
５
月
２５
日
㈮
昼
１
時
～
４
時

場
所　

福
祉
会
館　

１
階

連
絡
先　

み
み
ず
く
（
５７５
）
３
２
２
３

第
２２１
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

台
湾
留
学
生
会
の
皆
さ
ん
と
粽ち

ま
き

祭
り

台
湾
の
端
午
節
に
食
べ
る
粽
を
い
っ

し
ょ
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

材
料
費
８００
円
。
ゴ
ミ
袋
と
ふ
き
ん
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
２６
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

ひ
ろ
ば

今月の公民館
１０日（木）夜　くにたちブッククラブ
１９日（土）昼＊図書室のつどい
２０日（日）朝　親子で遊ぼう・考えよう
２５日（金）昼～古典への招待
２７日（日）朝～地域史講座
２７日（日）昼＊C

シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX公民館映画会
６月１０日（日）朝　自然講座

（５月、６月初）

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

今
日
の
先
生
は
タ
イ
か
ら
い
ら
し
た

ナ
ッ
ト
さ
ん
。
教
え
て
く
れ
る
料
理
は
、

ト
ム
ヤ
ム
ガ
イ
、
春
雨
と
エ
ビ
の
サ
ラ

ダ
、
そ
し
て
カ
ボ
チ
ャ
と
タ
ピ
オ
カ
と

コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
の
デ
ザ
ー
ト
で
す
。

福
祉
会
館
の
料
理
講
習
室
に
、
今
日

は
い
つ
も
よ
り
多
め
の
２０
人
以
上
が
集

ま
り
、
初
め
に
調
理
台
で
ナ
ッ
ト
さ
ん

か
ら
料
理
の
説
明
を
聞
き
ま
す
。

「
ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
の
ク
ン
（
え
び
）

の
代
わ
り
に
鶏
肉
を
使
う
の
で
、
ト
ム

ヤ
ム
ガ
イ
に
な
り
ま
す
！
」「
タ
イ
料

理
に
欠
か
せ
な
い
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
は
斜

め
に
切
っ
て
、
こ
ぶ
み
か
ん
（
カ
フ
ィ

ア
・
ラ
イ
ム
）
の
葉
っ
ぱ
は
、
真
ん
中

の
筋
を
残
し
て
ち
ぎ
り
ま
す
」
手
早
く

実
演
を
し
な
が
ら
の
ナ
ッ
ト
さ
ん
の
説

明
に
、
葉
を
み
ん
な
で
嗅
ぐ
と
「
香
辛

料
の
香
り
が
す
る
ね
」
な
ど
感
想
が
飛

び
交
い
ま
す
。
そ
の
後
、
４
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
、
調
理
に
入
り
、
ナ

ッ
ト
さ
ん
は
そ
こ
を
回
っ
て
、「
も
う

少
し
レ
モ
ン
汁
を
入
れ
た
ほ
う
が
い
い

で
す
ね
」
な
ど
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く

れ
ま
す
。

こ
の
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
は
、
２０
年

ほ
ど
前
に
一
橋
大
学
の
留
学
生
を
対
象

と
し
た
国
際
交
流
会
を
母
体
に
生
ま
れ
、

留
学
生
か
ら
自
国
の
自
慢
料
理
や
自
分

の
お
母
さ
ん
の
味
を
教
え
て
も
ら
う
と

い
う
会
で
す
。
１０
年
く
ら
い
前
か
ら
は
、

公
民
館
の
日
本
語
講
座
に
参
加
し
て
い

る
人
た
ち
に
も
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る

そ
う
。
も
う
２０
年
も
参
加
し
て
い
る
人

が
い
る
一
方
、
今
回
初
参
加
の
人
も
！

母
娘
で
参
加
さ
れ
て
い
る
娘
さ
ん
は
、

韓
国
出
身
の
方
と
韓
国
語
で
も
お
し
ゃ

べ
り
す
る
等
、
国
際
的
な
場
面
も
み
ら

れ
ま
し
た
。
一
緒
に
料
理
を
す
る
う
ち

に
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に
。

最
後
は
、
先
生
の
味
と
食
べ
比
べ
な
が

ら
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
国
の
家
庭
料
理
を
作
っ
て

み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
…
…
。

日
時　

隔
月（
第
３
土
曜
日
昼
１
時
～
）

場
所　

福
祉
会
館　

料
理
講
習
室

連
絡
先
　
八は
ち
宮み
や
（
５７１
）
１
０
０
７

�

〈
文
・
写
真
　
鴇と
き
田た

　
美
緒
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
２
０
〉

く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

先生のナットさん（右端）と和気あいあい


